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英語授業でのLMSの利用手法とその効果

1はじめに

筆者は2006年秋学期より教養英語の授業にLMS

(Leaning Management System ;学習管理システ

ム)を導入し､シラバス提示や課題回収､ eラーニン

グ教材管理などに運用してきた｡ 2008年春学期まで､

3期のベ19クラスにわたる実運用で開発した手法とと

もに､その効果を議論する｡効果についてはいまだ観

察にとどまり検証が必要な事項もあるが､中間報告を

することで大学教育一般へのLMSの導入･構築を検

討するための資料となると考える｡

2授業用webサイトの運用

筆者は1995年にweもサーバ機を導入し､運用･管理

を開始して以来､英語授業での情報提示にweもサイト

を活用してきた｡主な活用方法を以下にあげる:

A.シラバスや課題､解説資料などの情報の提示:

いわば配布資料の代わりだが､ webページの場合に

は提示と同時に蓄積もされるので､学生にとって過去

の資料をさかのぼって取得することが容易である｡教

授者側にとっても､蓄積された資料にリンクを張るこ

とで情報の再編成が可能である｡固定的なものからプ

ロダ形式で時系列に配置し検索も可能なものに進化し

てきている｡

R掲示板による学習者からの課題投稿:

英作文などの課題を掲示板に投稿させることで､学

習者同士で共有し､相互評価に役立ててきた｡完成し

た課題だけでなく､語尭集の投稿と共有などを通じて

学習資料の作成に学生を参加させ､学習の動機付けと

理解の深化も試みてきた｡

その後､英文ブログを執筆させるなど形は変わって

きているが､ webサーバ側のスクリプトにより利用者

からの情報の追加や書き換えを動的にwebページに反

映するという仕組みという点では同じである｡画像ファ

イルを掲載しそれをトピックとした作文を投稿させる

など､応用範囲は広い(尾関2004)0

C. eラーニング:

提示した内容(問題)に対して学習者から送信され

た回答をスクリプト言語により処理しメッセージを出

力(採点)することで､プログラム学習を可能とした

weもページ｡

eラーニング教材作成用ツールとして筆者は主にカ
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ナダのビクトリア大学で開発されたeラーニング開発

ソフトウェアHot Potatoesl)を利用してeラーニング

コンテンツを作成してきた｡以下でHot Potatoesとそ

れにより作成されたクイズの特徴をごく簡単に説明する｡

3　Hot Potatoesの特徴と問題点

Hot Potatoesはマルチプラットホームのeラーニング

教材作成用ツールソフトウェアであるoクイズの形式

を選択し､用意した問題を入力することで､ HTML

とJavaScriptコードからなる単一のファイルを生成

する｡このクイズファイルは正解も採点スクリプトも

内包しているため､ webサーバで公開する他､ CD-

ROM等に記録して利用するなど､ポータビ7)ティが

高い2)o HTMLファイルであるので当然プラットホー

ムにも依存しない｡クイズ画面の一例を図1に示す｡
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図1　マッチングクイズの一例

クイズの形式には､マッチング(同じ意味の単語を

選択する等)､空所補充､多肢選択､クロスワードパ

ズルがある｡また､ 1問あたり1個のHTMLファイ

ルが出力されるため､問題同士の順序を記述したリン

クページを編集する機能もある.

Hot Potatoesで作成されたクイズには採点方式に

優れた特徴があるo多くのeラーニング教材が回答-,

採点-結果表示のシーケンスが一方向的であるのに対

して､ Hot Potatoesでは回答後の採点の結果､全問

が正解でなければ結果を表示せず直ちに再回答を促す

のが標準の動作となっている｡学習者は部分正答を確
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認しヒント等を利用しつつ全問正解に必ずたどり着く

ことになる｡

全問正解にたどり着いた時点で､試行錯誤の回数に

より減点した結果が表示される｡例えば10カ所の空所

がある補充問題の場合､最初の回答で8問正解し2問

不正解であり2回目に全問正解した場合､採点結果は

96%と表示される｡

このような特徴は､特に予復習にeラーニングを活

用するのに効果的である｡例えば授業の予習として新

宝等警雷芸子三言孟孟芸言霊警去表誓言:冨警芸
持して授業を行うことができるo eラーニングを利用

する目的の一つは､最終的な評価テストではなく必要

な知識の習得を確実なものとし授業を補助することで

あるので､この採点方式はeラーニング教材としての

目的と合致している｡

しかし､ Hot Potatoesには採点結果の集積である

成績を管理する機能を持たないという問題がある｡成

績管理を助ける機能として､外部のCGIスクリプトを

呼び出して指定されたアドレス(通常は教授者あて)

に結果を送信する機能が組み込まれているはか､

SCORM3)に対応したフォーマットを出力する機能も

あるo Lかしいずれもサーバ上にSCORMホストや

CGIスクリプトを用意する必要がある｡

4　LMSサイトの構築と連用

4.1 XOOPSの導入

筆者は2002年5月から｢留学英語｣受講者用に

TOEFL対策の単語クイズをHot Potatoesで自作し受

講者に利用させてきた｡これは授業を補助する自習用

教材として一定の役割を果たして重たo成績データは

CGIスク1)プトによりメール送信させ集積し学期末の

評価に反映させてきた｡しかし一入1件の回答ごとに

送信される多数のメールを整形し一覧するのは手間が

かかり､授業の進行に役立てる即時性に欠けていた｡

これに対しHot Potatoesからメール送信CGIに渡

される変数を取得しデータベースに日動記録するスク

リプトを作成することを筆者が提案し､淡路佳昌氏が

その機能を実現するパッケージであるⅩoopsHPを

オープンソースのCMS (Contents Management

System)であるⅩ00PS4)のモジュールとして開発し

た(淡路2004)0

また一方で､ 2節でのべたように筆者は授業のシラ

バスの提示､課題の提示や受け取りにweもサイトを活

用してきたが､昨今の個人情報保護を重視する動向に

対応するため､授業用webサイトへのアクセスを高度

に制御できるLMSの導入の必要に迫られていたo

以上の目的からⅩ00PSにⅩoopsHPをはじめとす

る各種のモジュールを組み合わせコンテンツを作成し

てLMSサイトを構築し､ 2006年度秋学期の教養英語

科目｢総合英語B｣より授業に導入した5)｡ Ⅹ00PS

を運用するwebサーバは筆者が管理するApple XSerJ

e上にMac OS X Server 10.4､ Apacbe､ MySQ工へ

PHP4等の組み合わせでwebアブ7)ケ-ションサーバ

環境を構築したものである｡

2008年春学期の時点で筆者が運用している授業用L

MSサイトは以下の通り:

･フレッシュマン英語尾関クラス:

http://玉oops,intl , chubu. acjp/freshmanenglish/

･総合英語尾関クラス:

http://Ⅹoops.intl. chubu. ac.jp/sogoeigo/

･情報英語尾閑クラス:

http://玉oops.intl. chubu. ac.jp/i ohoeigo/

･留学英語:

http://ryugakueigo. intl, chubu. acjp/

･その他大学院授業等:

http://玉oops.int1. chlユbu. acjp/oEeki/

4.2　LMSを利用するメリット

LMSサイトを運用する中で確認したメ1)ットを以

下にまとめる｡

A.コンテンツ作成･修正･提示がより容易となる:

コンテンツの多くはブログのように入力フィールド

に追記することで入力でき､あらかじめ用意したスタ

イルシートによりレイアウトされる｡またランキング

や最新情報などデータベースから動的に自動生成され

るコンテンツもある｡コンテンツの頻繁なアップデー

トにより学習者を引きっけることができる｡

B.学生の個人情報保護:

掲示板やブログでの英文投稿は本来公開することが

望ましいのだが､授業での利用という都合上､作文に

は学籍番号という個人情報が伴っている｡作文の内容

と学籍番号とが一緒に公開されることで､思わぬ個人

情報が流出することにもつながりかねない｡ I.MSで

は授業履修者以外に学生の作文を公開しない設定が可

能である｡

C,学習活動の管理:

一般にLMSでは利用状況がデータベースに記録さ

れ､管理者は必要な情報を一覧あるいは検索すること

ができるQ eラーニング教材の成績や作文などをLMS

で管理すれば､管理者-教授者は個々の学習者の学習

活動の状況や全体での集計結果などを随時把握するこ

とができる｡特に授業中に学習状況が逐次把握できる

ことは柔軟で適切な授業運営や個別指導を行なうため

に重要である｡例えば一連のクイズに学習者が回答し

ている際に､平均点が特に低かったり回答に時間がか
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かっているものがある場合､教授者がその場で解説を

加え､正答を促すことができる｡

図2に問題タイトルの一覧に完了者数､平均点､最

高点が表示されている様子を示す｡また､図3に各学

習者のクイズごとの得点､完了時刻の一覧表の様子を

示す｡
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図3　学習履歴一葉の例

D.学習者自身による内省的学習管理:

教授者が個々の学生あるいは全体の学習状況を把握

できるのと同様､ LMS利用者-学習者も自分の利用

状況を随時把握することができる｡例えば自分のeラー

ニング教材の成績を過去にさかのぼって閲覧し､不足

している個所を再度学習することができる｡また､シ

ラパスや解説記事､資料が常時閲覧可能であるので､

復習や予習を自発的に行なうことができる｡

筆者の経験からは､ LMS導入以前は受講者全員が

教科書や副教材のすべての課題を漏れなくこなすとい

うことは期待できないことであったが､ LMS導入後

はほとんどの受講者が課題を漏れなく完了しかつ満点

に近づけることに執着するという顕著な効果がある｡

自己の学習状況が常時一覧でき全体の中での位置づけ

が確認できることが強い動機付けとなっていることが

うかがえる｡

E.協調的学習と集団的評価:

学習者は自分自身の学習状況を把握するだけでなく､

他の学習者の作文を閲覧したり､全体の学習活動の状

況を統計資料として随時閲覧することもできる｡例え

ばeラーニング教材の個々の問題での最高得点が自分

の得点に並んで表示されていれば､最高点に近づくた

めの動機付けとなる.あるいは作文の投稿数ランキン

グを見ることで､より多くの作文課題に取り組む動機

付けともなる｡

協調的学習は近年重要視されている概念である｡そ

れに関連して､ LMSを使用する利便性や効果の中で

特に今後着目すべき要素として｢集団的評価｣につい

て次節で検討する｡

4.3　協調的学習と集団的評価

学習者集団の中での個々の学習者の位置づげは､教

授者による評価や自己評価､あるいはピア評価と並ん

で､ ｢集団的評価｣と考えることができる｡集団的評

価は協調的学習とは独立して存在しうるが､協調的学

習の環境下で価値を発揮しうるものと考えられる｡

実際の集団的評価の例を見てみよう｡図4のランキ

ングは､ ｢フレッシュマン英語｣授業での課題英作文

の投稿数ランキングである｡投稿数の多い受講者10人

の学籍番号が表示されている｡このランキングは授業

のホームページに常時表示されており､課題の投稿が

あればリアルタイムに変動する｡興味深いのはこのラ

ンキングに自分の学籍番号が表示されていることに気

づいた学生たちが､次々にアバターの設定をし始めた

ことである｡アバターとは登録利用者(受講者)が自

由に選択･登録できる顔のアイコンである｡授業時に

はアバターの設定を義務づけていないので､ほとんど

の学生はアバターなしで学籍番号のみの表示となって

いる｡アバターはいわば個人の自己主張であり､この

ランキングに上がることができた学生がそのような自

己主張をはじめたことから､ランキング表示されるこ

とを肯定的に受け止めていると考えられる｡あたかも

表彰台の上の人物が観客にアピールするような感覚で

はないだろうか｡
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図4　投稿数ランキング表示の例

これ以外にも､個々のeラーニング教材について最

高得点や完了者数が表示されることで学習者が集団内

で自分が優位に立っている(課題完了が早い､最高点

を獲得している)という満足感を得ることなど､集団

内での自己の位置を評価する要素が筆者の構築した

LMSには盛り込んである｡

これらの集団的評価は個々の学習者の自己評価に分

類することも可能であるが､いわゆる自己評価が課題

に対する達成度や正確さなどが中心であるのに対して､

集団的評価では集団内での位置づけの自己評価という

社会性を伴っている｡また､いわゆる｢競争｣との相

違点は､競争が単一の尺度(例えば到達度テストの得

点)上での相対的位置を問題にするのに対して､集団

的評価は､例えば他者の課題に何回コメントしたか､

課題作文を早く投稿し他の学生の参考となったかなど､

単一の尺度によらない多様な価値観を許すという特徴

がある｡この集団的評価は次の点で今後着目していく

必要があると考えている:

1)個別学習を仮想クラス上で行なうというLMSの

環境において､他の学習者の存在を意識する機会

となる｡スタンドアロンの機器(ゲーム機など)

を用いた個別自習学習と区別すべき特徴である｡

2)集団的評価の元となるデータはLMSにより自動

的に集積されリアルタイムに表示に反映される｡

学習者にとっては明示的･客観的であり信覇でき

る評価材料となる｡

3) 2により､個人情報に属す成績評価に基づいて教

師が他の学生の前で公に強化する言動(｢○○君

は成績が良い｣等)をとるのが公平性に欠けると

いう印象を与えるのに対して､明示されている集

団的評価について教師が言及する(｢今週も00

君は投稿数トップのようだね｣)ことは好ましく

受け取られるようである｡学習の動機付抄の強化

に利用しやすい｡

4) eラーニングの普及が､個別学習とプログラムに

よる成績評価に向かう､すなわち｢教室｣の消失

に向かうという懸念に対して､学習者集団を形成

し協調的学習環境を提供する積極的な意義となる｡

5　結論

LMSの導入による効果として:

･授業用サイトの構築と運営が効率化されたこと

･ eラーニング教材の成績を管理することができた

･学習者が学習集団内での自己の位置やコース全体内

での達成度を客観的に評価することが可能となり､

動機付けに結びついた

の3つが顕著であると観察している｡現在各授業での

LMSとeラーニング教材利用記録データが集積され､

分析に着手している状況である｡これに基づき今後計

量的な分析を報告していく予定である｡

注

*本稿の基となる開発と教育実践は平成18年度中部大

学特別研舞茸C ｢英語リメディアル教育手法の開発と

検証｣ (課題番号16-I-MO5C)に補助を得ているo

1) Hot Potatoes Home Page :

http://hotpot.uvic. ca/

2)正解の文字列は文字コード化されてHTMIJに埋

め込まれているので､ソースを一見しただけでは

正解を見ることは難しい｡ほとんどの場合はこの

コードを読む努力よりも正当に回答する方が容易

であるので､実用上十分な秘匿性があるといえる｡

3 ) Shareable Content Object Reference Model.

eラーニング教材をLMS等で管理するための国際

規格｡教材と教材ホスト間のインターフェースな

どの規格を定めている｡

4) Ⅹ00PSにはいくつかのバージョンがあり､現在

日本で多く使用されているのはⅩ00PS　2をも

とにしたⅩ00PS Cubeである｡ Ⅹ00PS Cube日

本サイト: http://Ⅹoopscul〕e.jp/

5 ) LMSは単にwebコンテンツを作成管理できるCMS

に対して､利用者のアクセ.スログを管理する機能､

利用者グループ(授業のクラスに相当)を作成し

グループごとにコンテンツを制御する機能､ eラー

ニング教材と成績を管理する機能などが備わって

いる｡ Ⅹ00PSは本来教育用に開発されたもので

なく通常はCMSに分類されるが､様々なモジュー

ル(拡張機能)を組み合わせることで教育目的に

活用できる｡そのような理由から､この稿では

Ⅹ00PSを広義のLMSに分類しているo
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